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島根大学教育学部附属教育実践研究指導センターの『教育実践研究』第8号をお届けします。

ご覧のように本号には共同研究7編を含む教育学部教官の研究論文10編に加えて、附属学校か

ら1編の論文をご投稿いただきました。 8号はこれまでの紀要の中で最も分厚いものになりま

した。ご執筆いただきました先生方には、心から御礼申し上げます。

教育学部を取り巻く環境や条件の悪化の中で教育実践研究センターは、いかにあるべきなの

か、学部改革の柔軟な対応組織として再編すべきなのかどぅか早急、に検討しなければなりませ

ん。にわかに起こってきた学生の入学定員減に対応した新たな学部の組織のあり方、研究.教

育のあり方を理解できるパースペクティブが求められています。そのようなことが期待される

状況の中でセンターは、新たな視点と行動を必要とされることでしょう。先生方には、その点

も考慮に入れた研究成果を本研究紀要にご発表いただきますようお願いします。

(センター長山下政俊)

編 集 後 き己

平成8年度教育学部附属教育実践研究指導センター運営委員会委員

山下政俊(センター長・委員長)

権藤誠剛(主任研究員)

秦 明徳(主任研究員)

森本直人(主任研究員)

大西俊江(主任研究員)

肥後功一(主任研究員)

足立悦男(運営委員会委員)

多々納道子(運営委員会委員)

築道和明(運営委員会委員)

陶山弘 志 (運営委員会委員)

梶谷光弘(運営委員会委員)

野津道代(運営委員会委員)
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